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緒 言

リス科 Sciuridae動物の成島に関する報告は数多

いが,その行動発達についての詳細な研究はリス亜科

Sciurinaeに属するキクリス Sct'ur〟svulgan.S, -イ

イロリス S.carolL'nensL'S,ア カ リス TamE'ascL'LLr〟S

h〟dsont'C〟S,コロンビアジリス SpermophLl〟scolum-

bl'an〟S及び ムササビ亜科 Petauristinaeのアメリカ

モモンガ Gla〃comysvolansなど一部の種についてな

されているに過ぎず (EibトEibesreldt,1951;Hor-

wich,1972;Ferron,1981),ムササビ亜科の大型種

に関する行動発達は殆ど知られていない.

本研究で対象とした大 型種, ムササビ PelaurLIsla

leucogenysについては,相対成長 (安藤 ･白石,1984)

が知られており,また本種の人工晴育記録の中に絶対

成島 及び行動発達に関する若干の記載がある (小森,

1975;馬場,1981).更に近年,野外において本種の

成長及 び母仔関係の観察も試みられている (菅 原,

1981;川道,1984). しかし,人工晴育個体の行動観

察からは母仔関係を解析し得ず,逆に野外観察におい

ては巣内における仔の成島過程を知りにくい.本研究

では人工晴育個体を用いた実験的観察と野外観察を行

ない,樹上 ･滑空生活者である本種の特徴を,運動能

力の発達と母仔関係の変化という観点から明らかにし

ようと試みた.

木研究を進めるにあたり, 終始有益な助言を 頂き,

かつ原稿の校閲を賜った九州大学農学部動物学教室の

内円胸章教授と英文要約校閲の労を賜ったカリフォル

ニア大学の E.W.Jameson 教授に心から謝意を表

する.

材料および方法

飼育 Fにおける観察には,東京都,福岡県及び宮崎

県下で野外の巣から捕獲された6頭 (捕獲時体重A,

95g;B,106g;C,133g;D,215g;E,720g;

F,820g.これらのうちBとC及びEとFは同腹仔)

が用いられた.A-D個体は佐藤 ･三宅 (1969)の方

法により牛乳で飼育された.飼育個体はいずれも室内

で放飼され,更にD個体は屋外へも出入り可能な条件

下に置かれた.飼育個体の運動能力における発達を知

るため,水平あるいは垂直に置いた木製 (ラワン材)

の丸い棒 (直径 10mm,.25mm,45mm,及 び 200

mm),平板及び 目の粗い布地の上に飼育個体を載せ

た時の移動様式を観察した.

また,東京都八王子市高尾山の薬王院,福岡県甘木

市野烏の垂裕神社と上秋月八幡宮,及び大分県下毛郡

山国町守実の天神社で巣外における母仔 (8例)の行

動を継続観察した. しかし, いずれの例においても,

母仔が巣を替えたため,観察期間は仔の巣立ち後 3カ

月以内に限られた. その他に,前 報 (安 藤 ･白石,

1983)に述べた調査地でも若年獣の行動に関する断片

的な観察例を収集した.

観察した対象個体の絶対日齢はいずれも不明なた

め,出生時の体重を 24-25g,更に伊東 (私信)の資

料を参考にして体重 24-200gにおける体重増加率を

5.3g川 ,体重 200-400gにおけるそれを 8.5g/日

(本報)と仮定して,捕獲時の体重を基に齢を決定し

た.なお,野外での観察個体については,巣立ち日(初

めて巣外に出たR)を生後52日齢と仮定して,以後の

日齢を算定した.
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結 果

1.外部形質の発達

眼裂は胎児において既に認められ, 開眼は26-31

日齢であった.出生直前の胎児において各指鉦は既に

分離しており,爪や既の肉球もよく発達していた.級

足の爪は15日齢では長さ 4mm,55日齢では 6mm,

成獣では 6.5mm であった.また,約 15日齢では既

は肉球を除いて短毛に覆われていた.出生直前の胎児

は上唇触毛 (約 2mm)以外 無毛であったが,約 15

日齢の幼獣では腹面を除く全身は黒色の毛で覆われ,

約 20日齢には腹面も白色の短毛に覆われた. 成島に

伴う体色変化には個体差が認められ,約 50日齢に既

に茶色の刺毛が目立つ個体もいれば,4カ月齢でも未

だ背面を黒色毛に覆われている個体もいた.下顎切歯

は 15日齢で僅かに繭出していた.精巣は10カ月齢で

憎かに下降しており,20カ月齢における精巣 (1例)

は最終 25mm,短径 15mm に達していた.

2. 飼育下における運動能力の発達

実験個体を水平な床に置いた時,以下のような移動

様式が見られた. すなわち,約 20日齢の幼獣は腹部

を床につけて這ったが,未だ一方向には直進し得なか

った.また,この日齢頃の幼獣はコンクリー ト製やタ

イル製の床に置かれた時には,前肢を突っ張るように

して必ず後ずさりしたが,布や紙などを上記の床に敷

いた場合には,この反応を示さなかった.腹部を地面

から持ち上げて歩行できるようになった約 35口齢 に

は,後ずさり反応は見られなくなった.駈歩 gallop

による移動は約 45円齢から見られ, この時期以降の

移動には殆ど駈歩だけが用いられた.

水平な丸棒あるいは平板 卜に実験個体を載せた時の

移動様式を Tablelに示した.開眼時期に相当する

30円齢の幼獣は, いずれの俸上でも移動し得ず, た

だしがみつくだけであったが,平板上では無器用に這

った. li齢60日の若年獣はいずれの棒上をも移動し

得たが,移動中に体軸を棒と平行に保ち得ず,常に斜

めに位置させたまま,両前 ･後肢を交互に横にずらせ

るようにして移動し (Fig.1A),更に時には足を踏

みはずした. 日齢 90口の若年獣 及び成獣も直径 25

mm 以下の細い棒上でこの姿勢を用いたが, 直径 45

mm 以上の太い棒では体軸を棒に平行にし,跳ねる

ように移動した (Fig.lIi).臼齢90日の若年獣は棒

上の障害物を跳び越える時及び細い棒上で尾や背の毛

づくろいをする時,希れに体のバランスを失ったが,

成獣はこのような失敗をしなかった.

Table1,Thedevelopmentinthemodeor
locomotiononhorizontalsupports.

Young Juvenile
Support -- -Adult

30* 60* 90*

Bar lOmm indiam.N
25mm N
45mm N

Plane
board

Ground

150mm inwidth C

C

s
s
G

G

G

r

H

G｡

*Ageindays.N,nomovement;C,crawl,I
S,sidewaysmovement;W,walk;G,gaHop.

Fig.I.Themodeoflocomotiononanar-
rowbar･A,movingsideways;B,galloplng
rorward;C,descendingupsidedown.

垂直な棒に実験個体を掴まらせた時に見られた移動

様式を Table2に示した.すなわち,30日齢の幼獣
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Table2.Thebehavioraldevelopmentinthe爪yingsquirrelforverticalsupports.

60* 90*
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Coarsetexture

A
+
+
+
+
+

U
一
一
+
+
+

良

+
+
+
一
一

C
+
+
十
+
+

A
一
+
+
+
+

U

1
l
+
+
+

良
+
+
+
+
一

C
+
+
+
+
+

A

一
一
+
+
+

U

一
一
一
一
+

良
+
+
+
十
一

C
+
十
十
+
+

A

一
一

一
一
一

U

一
一
一
l
一

良

1
I
1
1
1

C

一
t
一
+
+

*Ageindays. C,cling;良,retreatingdescent;U,upside-downdescent;A,ascent;
+,occurrence;-,nil.

は細い棒に しがみつくことさえし得なかった. しか

し,60日齢の若年獣は短時間ならば直径 10mm の

棒にもしがみつき得た.また,この日齢頃の個体は頭

を上に向けたままの姿勢で滑り落ちるように棒 を下

り,更に直径 45mm以上の棒を登ることもできた.

臼齢90日の若年獣は成獣とはぼ等しい能力を備えてお

り,直径 25mm以上の棒を素早く登り,直径 45mm

以上の棒を東を下に向けて降り得た (Fig.1C).成獣

は床上から弾をつけて跳びついた時には,直径10mm

の細い棒をも登り得た.

3. 飼育下における諸行動の発達

幼獣は約 30日齢頃には大きな音に対して 身体を痩

動させるようになった. また,約 35日齢には幼獣を

載せた台をゆっくり傾け,あるいは回転させても,幼

獣は顔を一定方向に向け続け得た. 幼獣は約 40E]齢

から巣箱内で活発に動き始め,49-54日齢 (平均 52

日齢)で初めて巣箱から外に出た.幼獣はこの日齢頃

に既に夜行性の傾向を顕著に示し,約 60日齢からは

高い場所 (例えば鴨居)に登って一夜を過ごすように

なった.

他動物への反応では,40-60日齢の個体は同種 個

体は勿論,人,猫及び小鳥などの後を追った.日齢60

日過ぎの個体は同種個体と人以外には関心を示さなか

ったが,約 150日齢の個体はなお同種個体の後を追う

傾向にあった.巣立ち前から人工晴再された個体は成

熟してからも人の後を追い,若年時(体重720-820g)

に捕獲された個体も人によく馴れたが,成獣になっ

てから捕獲された個体は全く馴れなかった. 同腹仔

同士の行動では,彼らは約 30円齢まで巣内で互いに

相手の股下へ潜り込もうとする強い傾向を示した.若

年獣は約 120日齢では時折り誤って相手の東側から遊

びの偽交尾姿勢 pseudo-copulation をとったが,約

150日齢では常に後方からこの姿勢を示した. 同腹仔

は240日齢でも未だ互いに遊びの行動をとり,また毛

づくろいを行なった.

物体及び音に対する反応では,幼獣 及び90日齢ま

での若年獣は巣材や布など軟らかい物体に関心を示

し,その側に体を寄せて休息しようとした.幼獣は同

種個体の声 あるいは これに似た機械音に対して反 応

し,相手は見えなくても,声や音の方向に近寄った.

この反応は約 100日齢まで認められた.幼獣は母獣と

共に巣内にいる時には,しばしば ｢グッグッ｣と小さ

な声を発し,また排尿のために体が濡れた時や巣から

強制的に取り出された時には,｢キュルル｣という声

を連発した.若年獣も巣外において他個体や人の後に

従う時に,｢グッグッ｣声を頻繁に発した.

4.野外における母仔関係および仔の移動能力

巣内の幼獣は約 45日齢になると巣穴の出入り口か

ら時に顔を覗かせた.初めて巣外に出た約 52日齢の

若年獣は,母獣が巣の近傍に留まっている時にだけ巣

から約 2mの範匡削こ限って出巣し,母獣が他の樹木へ

移動すると直ちに巣穴へ戻った.母獣が授乳のために

帰巣すると,仔はその物音で巣穴から顔を出し,吻を

突き合わせた後に共に巣の奥へ 引込んだ (Fig.2A).

巣外に留まる時間は次第に延び,約 55日齢には 1夜

の大半を営巣木の高い枝で過ごすようになった.巣立

ち直後の仔は樹枝上での動きがぎこちなく,毛づくろ

い時や照明を当てられた時,体のバランスを失って希

れに地表に落下した.落下した仔は直ちに最寄りの樹

木に駈け登ったが,誤って観察者の体に登ってくる仔

もあった.

その後,仔は母獣の後を追って 次第に行動圏を拡

げ,約 60日齢の個体は巣から 25m離れた場所まで移

動し得た. 仔は57-62日齢で滑空を開始した.仔の

滑空比 (水平飛行距離/落差)は成獣の それに劣 り,

62日齢のある個体では 11mを滑空した時の滑空比は

約 0.6に過ぎなかった.また,仔は時に目標物まで到

達し得ず,地表に着地した.従って,母獣が長距離を
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Fig.2.Thebehaviorbetweenamotherandheroffspring.A,ayoung(y)looking

outorthenesttomeetitsmother(m);B,qmotherglidingawayleftherjuvenile
(j)behind;C,a.motherlookingathertwoJuvenilesleftatherformeてnest;D,a
motherandherJuvenilestopplngatOneOrtheirnests;E,amothernurslngherjuve一
mileonabranch;F,amotheraccompanyingherjuvenile,repellingamaleadult(a).

滑空すると仔はその後を追えず,もとの場所に留まっ

た (Fig.2B).互いに離れた場所にいる母仔は飼育

下では発しなかった ｢グルル-｣という声で時折り鳴

き交わした.仔は約 70口齢になると,希れに母獣と

異なる巣穴に宿泊した (Fig.2C).仔の滑空能力は

約80日齢においても成獣のそれに劣り, 山麓の社叢

(0.3ha)に営巣する 1組の母仔の例では, 母獣は幅

40mの畑地上空を滑空して山地の森と自由に往来し得

たのに対し, 仔は社叢に留まり続けた.仔は90日齢

に達しても時に母獣あるいは同腹仔と共に採食し,宿

泊場所以外の巣穴へ立ち寄った (Fig.2D).母仔は

巣外で共に行動しなくなった後もしばしば同じ巣穴に

宿泊した.

5.母獣による仔の保護

巣立ち前の仔を持つ母獣は,授乳のため 1夜に 1-

3回帰巣した.巣立ち直前の 1仔を保育中のある母獣

は 18時20分に出果した後, 20時 40分と23時 丁度

の2回にわたって一時的に帰巣し,それぞれ 1時間45

分及び28分間巣内に留まり,3時50分に総ての活動

を終えた. このような母獣の一時的帰巣は,仔の巣立

ち数日後まで継続した.帰巣時に仔が巣外に出ていた

場合には,母獣は直ちに巣を出て近くにいる仔と合流

し,仔を伴って再び巣に入った. 母獣は樹枝上で60

日齢以上の仔に撞く短時間ではあるが授乳した (Fig.

2E).母獣は樹枝上で仔を頻繁に毛づくろいし,特に

仔の会陰部をなめた.

仔が未だ運搬可能な大きさである時,母獣は希れに

それを口にくわえて別の巣に移し,また誤って巣から

転落した仔を口にくわえ,あるいは誘導して昼間にお

いても巣に連れ戻した.母獣による誘導は仔の巣立ち

後にも見られ,薬王院での観察例を以下に示す.母仔

がほぼ同時に滑空によって 1本の樹木に到着した.こ

の幹の一部にはトタン板を巻いてあり,母獣はその継

ぎ目を経由して滑ることなく上方に達し得たが,仔は

その継ぎ目を発見できなかった.それを見た母獣は幹

を降り,仔から少し離れた位置でILまった.仔が母獣

に近寄ると,母獣は仔からやや遠ざかるという動作を

繰り返し,仔を継ぎ目の位置まで導いた.

巣立ち後間もない若年獣が枝から落下した場合,母

獣も滑空して地上に降り,直ちに仔と共に近くの木に

登った.母獣が同種個体から仔を防衛した薬王院での

観察例を以下に示す (Fig.2F). 母仔が枝の上で休

息していたところ, 1東の雄成獣が滑空によって同じ

木の幹に到着し, 幹を登って 母仔の近くまで進出し
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た.その瞬間,母獣は体を乗り出すようにして雄成獣

を lrq威嚇した.威嚇された雄は母仔を見つめたま

普, 間欠的に尾を振りながらゆっくり幹を後ずさり

し,幹を約 4m下った後に他の木-滑空し去った.

考 察

1. 日齢の推定

本種では飼育下における繁殖例が無く,人工晴育言己

録はいずれも野外捕獲の幼獣を対象としたものである

(川勝,1955;佐藤 ･三宅,1969;福永,1972;小森,

1975;舛添,1979;馬場,1981). 従って, 出生時の

TE確な体重は不明である.今までに知られている幼獣

の体重最小値は 25g (立花,1957),また筆者らが得

た胎児体重の最大値は 24gである. それ故, 出生時

の体重を 24-25gと推測した. リス科の多くの種に

おいて,幼獣期における体重の増加曲線は出生時から

開眼する頃までほぼ直線状で,その後もしばらく更に

勾配の人きな直線状を 呈 す る (Uhlig,1955;Lin-

zey and Linzey,1979;Phillips,1981;Harding

andRauch,1981).本種でも開眼時期を少し過ぎた

200g～400gの期間における体重増加が 最も著しく,

この間の体重増加率を本研究を含む若干の飼育例から

はば8.5g/日と推定した. また,体重 100g～200g

の期間の増加率を伊東 (私信)の飼育例から算定して

5.3g/口とした.

開眼と巣立ちは行動発達上の重要な現象であり,し

かもその時期を正確に記録し得る.上述した体重増加

率を適用すると他の飼育例における開眼日齢は佐藤 ･

三宅 (1969)では33日,舛添 (1979)では31日,局

場 (1981)では24-28臥 及び伊東 (私信)では29

日と推定され,同様に巣立ち日齢は佐藤 ･三宅(1969)

では50-52日,舛添 (1979)では55日となり,筆者

らによる開眼 (26-31日齢)及 び巣立ち (49-54日

齢)時期とはぼ一致する.また,上述したいずれの例

においても,開眼に伴う活動性の増加,夜行性の確立

及び巣立ちへと続く一連の行動における特徴の発現順

序は同じである.

2.樹上 ･滑空生活と行動発達との関係

本研究で主に観察したのは2-20週齢における成

良過程である.行動上の特徴からこの期間を以下のよ

うに区分し得る.

第 1期 (3過齢まで)開眼,巣内で活発には運動し

ない.

第 2期 (4- 5過齢)開眼し,時折り巣内を動くよ

うになる.
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第 3期 (6-7過齢)夜行性の傾向を強め,他個体

の後を追従し,後半に初めて巣外に出る.

第 4期 (8-11週齢)巣外で活動するが運動 能 力

に劣り,巣外でしばしば母獣の保護を受ける.

第 5期 (12過齢以降)運動能力をほぼ完成させ,栄

外では大部分の時間を単独で過どすが,しばしば母獣

や同腹仔と同一の巣穴に宿泊する.

本種の巣立ち時期 (約 52日齢)は, アカリス (約

34日齢)や ヤブリス Paraxer〟scepapt'(約 19日齢)

など多くの リス科動物のそれ (Viljoen,1977;Fer-

ron,1981) と比較して遅い. ))ス科の行動発達の テ

ンポは, 樹上など複雑な環境を動き回る種では遅く

(Ferron,1981),高い捕食圧に曝される種では速い傾

向を一般に示す (Emmons,1979).本種の巣立ちが

遅いのほ,滑空という移動様式が四足歩行動物の場合

よりも,微妙な筋肉の協調を必要とすることが一因で

あろう.更に,完全な樹上生活者である本種には捕食

者が少ないことも関連するであろう.

長期間を樹上の巣内で過ごす種にとって,幼獣の転

落防止は重要であり,アメリカモモンガも熱心に仔を

巣内に連れ戻す (Muul,1970).地下の巣で生まれる

セイブシマリス EutamL'asamoenusと比べ (Broad-

books,1958),ムササどの爪や鉦が幼獣期の早い時期

に完成されることは,転落の危険性を減ずるのに有効

と思われる.巣から地上へ転落して人に捕獲された本

種幼獣の殆どは体重 60-200gであった (未 発 表).

その原因として,この頃には巣内における活動性は増

加するが,視覚や幹に掴まる能力が末だ十分に発達し

ていないことが挙げられる.冷たい床上で見られた幼

獣の後退反応は,巣外へ這い出ることを防ぐのに有効

と思われる.東に,巣立ち前の幼獣は空中に放り上げ

られた時に反射的に飛膜を拡げる (舛 添,1979). こ

のことも転落時の衝撃緩和に役立つであろう.

母獣が巣外で仔を保護し,また仔と共に行動する例

は,他の多くのリスでも知られている (Layne,1954;

Smith,1968;Viljoen,1977;Koeppl,1980).仔が

母獣の誘導に従う行動は,母獣がくわえられない程に

大きく成長した仔を他の巣穴へ移すのに (川道 ･川

追,1980;Koeppl,1980),また仔が環境を学習す る

のに役立つとされ (Hailman,1960),滑空生活者 に

とって後者の意義は特に重要と思われる.例えば,山

腹の上方にある樹木の巣穴から下方の樹木へ滑空する

場合,到着した樹木が十分に高くなければ,本種は地

面を走って巣穴へ帰らねばならない.捕食者の多い地

上を伝う危険を避けるためには,母獣に追従して危険
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の無い滑空経路を学習する必要がある.また,母獣に

従うことは餌入手の機会を得ることにもつながる.更

に本種の場合には,仔の歩行 ･滑空能力が巣立ち後で

も未だ完成されていないことも,仔が母獣による保護

を必要とする理由の一つであろう.

以上,本種の成長過程を特徴づける遅い巣立ち及び

母獣による積極的な保護は,滑空という筋肉の微妙な

協調が要求される移動様式を習得するのに,かなりの

時間を要することと深 く関わることが推測された.

要 約

ムササビ PetaurL'slale〟cogleT7ySにおける運動能力

の発達と成長に伴 う母仔関係の変化を解明する 目的

で,人工晒酉の仔獣を用いた飼育下の観察及び自然繁

殖 した母仔の野外での行動観察を行なった.

1. 幼獣は約 30日齢で開眼し,約 40口齢から巣内

で活発に動 くようになり,その後に夜行性及び他個体

追従性の傾向を強め,約 52日齢に初めて巣外に出た.

若年獣は巣立ち後の数日間を営巣木に留まって 過ご

し, その後に母獣の後を追って 行動圏を徐々に拡大

し,約 70日齢から時に母獣と別れて宿泊した.

2. 口齢約 30日の幼獣は水平な丸い棒 (直 径 45

mm 以 卜) の上を未だ移動 し得なかった. 若年獣は

約 60日齢では 垂直な 細い丸棒 (直 径 25mm 以 下)

を登り得なかったが, 約 90日齢では ほぼ成獣並みの

歩行能力を備えていた.

3. 若年獣は巣立ち数日後に初めて母獣への追従滑

空を行なったが,一般に短距離を滑空するだけで,時

には目標物まで到着できず地面へ 降下することもあ

った.

4. 母獣は授乳のために 1夜に1-3回 巣 に戻っ

た.母獣は幼獣が転落した場合にはこれを巣に連れ戻

し, また若年獣を巣立ち後 も しばらくの間保護 ･誘

導した.

5. 本種の成長過程を著 しく特徴づける幼獣の遅い

巣立ち及び母獣による積極的な仔の保護は,筋肉運動

の微妙な調整を伴 う滑空移動能力の習得までに長期間

を要することへの一つの適応と考えられた.

文 献

安藤元一一･日右 前 1983 ムサ サ どの巣と造巣行

動.九人農学芸誌,38:59-69

安藤元一 ･白石 哲 1984 ムササどの相対成長と滑

空適応.九人農学芸誌,39:15-23

馬場 稔 1981 ムササどの成長.レulpes,8:23-26

tlroadbooks,H.E. 1958 Lifehistoryandeco-

logyofthechipmunk,Eu{aml'asamoenus,in
EasternWashington.MLIsc.Publ.Mus.Zool.,
UnL'V.MEIch"(103):1142

EibJ-Eibesfeldt,I. 1951 Beobachtungen zur
Fortp爪anzungsbiologleundJungendentwickl-
ungdesEichhornchens(ScEur〃svulgwL'sL.).
Z.TL'erpsychol.,8:370-400

Emmons,L H. 1979 0bservationsonlitter

sizeanddevelopmentorsomeAfricanrain-
forestsquirrels.BL'0TropF'ca,ll:207-213

Ferron,∫. 1981 Comparativeontogenyorbe･

haviourinfourspeciesorsquirrels(Sciur-
idae).Z.TL'erpsychol.,55:193-216

福永年博 1972 ムササどの人工噂膏について.安佐

動物公園飼育記録集,(1):48-53

Hailman,∫.P. 1960 Noteson theFollowing
responseandotherbehaviororyounggray
squirrels.Am.ML'dl.Nat.,63.I4131416

Harding,D,H.and∫.C.Rauch 1981 Com-
parison orbody weightsbetween captlVe
and Free-ranglng juvenile Richardson's

ground squirrels(SpermophL'lusn'chardsonL').
CaT7.J.Zoolリ59:1916-1920

Horwich,良.H. 1972 Theontogenyorsocial
bahaviorinthegraysquirrel(ScLluruscaroIL'-

nensL'S).BeL'h.Z.TL'erpsychol.,8:1-103

川勝正治 1955 ムササビを飼う. 採集と飼育, 17:
3541359

川道美枝子 ･川道武男 1980 シマリスの子供の独立

過程.知床博物館研究報告,2:23-32

川道武男 1984 夜をすべるムササどの社会 (2).自

然,(457):64-72

Koeppl,J.W. 1980 "Followlng"behaviorin
thegroundsquirrel,SpermophiluscolumbL'a17uS.
Mammalia,44:2991303

小森 厚 1975 ムササビを飼う.小峰書店,東京

Layne,∫.N. 1954 Thebiology orthered
squirrel(TamiascL'urushudso17L'cusloquax),in
CentralNewYork.Ecol.Monogr.,24:227-
267

Linzey,D.W.andA.V.Linzey 1979 Growth

and developmentofthesouthern nying
squirrel(Glaucomysvolansvolans).J.Mamm.,
60:615-620

舛添寛二 1979 ムササどの人工晴育記録.動物園だ

より,(10):78

Muul,I. 1970 Intra-andinter-ramHialbehav-
iourofGlaucomysvolans(Rodentia)follow･
lngParturition.Ant'm.Behav.,18:20-25

Phillips,∫.A. 1981 Growthanditsrelation-
Shiptotheinitialannualcycleorthegold-
en-mantled ground squirrel, SpermophL'lus
laleralEs.Can.J.Zool.,59:8651871

佐藤節雄 ･三宅 隆 1969 ムササどの人工晴育およ

び飼育について.動水誌,ll:ll-14

Smith,C.C, 1968 Theadaptivenatureor



ムササどの外部形質と行動発達 141

socialorganizationinthegenusorthree
squlrrelsTamEascEur〟S.Ecol.MoT70gr.,38:31-
63

菅原光二 1981 ムササビーその生態を追う.共立出

版,東京

立花繁信 1957 ニッコウムササどの観察. 噂動 学

誌,1:51-55

Uhlig,H.G.1955 Thedeterminationorage
ornestlingsandsub-adultgraysqulrrelsin
WestVirginia.J.WL-ldL.Manag.,19:479-483

Viljoen,S.1977 1iehaviourorthebushsqulr-
rel,ParaxeruscepapECePaPi(A.Smith,1836).

Mammalia,41:119-166

Summary

LaboratoryobservationsonyoungJapaneseglantflyingsquirrel,Petauristaleuc0-

genys,hand-rearedaftercaptureandfieldobservationsonthejuvenilewerecarried
outinordertoclarifythedevelopmentorlocomotoryabilityandthechangewith

thegrowthintherelationshipbetweenamotherandheroffspring.
1. Theeyesoftheyoungopenedattheageofabout30daysandtheymoved

actively in thenestatabout40days. Afterward,theyounggraduallyshowed

tendenciestobenocturnalandtofollow otherindividuals. Thejuvenileremained

atthenestingtreeforseveraldaysafterthefirstemergencefrom thenest(～52

days);and began to extend itshomerangebyfollowingthemother. A一terthe

ageof70days,itsometimeslodgedataseparatenestfrom themother'S.
2. Theyoungat30dayswasstillunabletomoveonhorizontalbars(diam.≦

45mm). Thejuvenileat60dayscouldnotclimbupnarrow verticalbars(diam.≦

25mm),andthatat90dayswasalmostadeptin thequadrupedallocomotionas
intheadult.

3. Thejuvenile made the firstglide,preceded by themother,severaldays
afterthe firstemergence. During afew weeksafteremergence,itglidedonlya

shortdistanceandalightedoccasionallyontheground.

4. Themotherreturnedtothenestafew timesanighttonurseheryoung.

When the young accidentally felltotheground,themotherretrieveditto the

nest. Further,the motherprotected andguidedherjuvenileoutofthenestfor

sometimeafteremergence.

5. Theprolonged timerequired forthe firstemergence and thethorough

care(protectionandguidance)ofthejuvenilebythemother,which areregarded
ascharactersorthebehavioraldevelopmentinthisspecies,ascomparedwith tree

squirrels,Seem tobeadaptationsForlong timerequired tocompletethegliding
ability,whichdemandsacomplexcoordinationormusclemovement.


